
令和５年度

第１回山武市 森林づくり審議会
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資料１

令和５年１２月６日（水）
山武市役所第４会議室
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１．開会
２．委員の委嘱について
３．市長あいさつ
４．委員の紹介・事務局紹介
５．議題

(1)山武市森づくり審議会 会長・副会長の決定について
(2)部会の設置及び部会長の決定について
(3)森林づくりマスタープラン進捗について
(4)森林環境譲与税の活用について
(5)「日向の森」の運用検討
６．その他
７．閉会
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５．議題
(3)森林づくりマスタープラン進捗について
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森林づくりマスタープラン検証指標の進捗状況

SFGs 施策成果指標 基本事業成果指標 基準値（R3）
Ｒ1 Ｒ２ Ｒ３ R４

R5 R6 R7 R8 R9 目標値
（実績） （実績） (実績) (実績)

全て 森林整備年間実施面積 329.07 289.76 317.38 329.07 351.28 481.32

全て 森林整備事業年間実施箇所数 20 41 33 20 24 30

全て
市補助制度を活用し、搬出された木材
量（m3）【新設】

6,032 4,632 8,144

SFGs 事務事業名 概要 成果指標名 Ｒ1 Ｒ２ Ｒ３ R４ R5 R6 R7 R8 R9 備考

木材資源
木質バイオマス燃料利活
用補助事業

木質バイオマスボイラー・ストーブ購
入者への補助金

補助件数 5 7 3 4

教育 木育推進事業

～Ｒ４：1歳6か月児への積み木配布、
おもちゃ美術館などイベントへの出展

アンケートに
よる木育認識
度（％）

8 65 49 62

Ｒ５～：Ｒ４事業に加え、教育環境プ
ログラム、木育インストラクターの育
成

木育事業参加
者数（件）

284 236 203 208

木材資源
市内産木材利用促進事業

市内産木材利用の新築、増築等に対す
る補助金

認定棟数（棟） 2 1 1 1

文化
木材の使用量
（m3）

55.66 25.62 20.06 20.06

災害抑制
県単森林整備事業

千葉県単独森林整備事業の補助金（市
上乗せあり）

整備面積（ha） 5.18 1.27 1.88 2.96

木材資源 搬出量（m3） 862 502 551 540

災害抑制 サンブスギ林総合対策事
業

非赤枯性溝腐病に罹患したサンブスギ
林整備の補助金

整備面積（ha） 3.96 4.02 2.94 3.01

木材資源 搬出量（m3） 622 2,030 690 2,300

災害抑制
森林環境整備推進事業

森林環境譲与税を活用した市単森林整
備事業の補助金

整備面積（ha） - - - -

木材資源 搬出量（m3） - - - ｰ

災害抑制
災害に強い森づくり事業

風倒木被害未然防止のための重要イン
フラ沿い森林整備事業の補助金

整備面積（ha） 0 5.46 5.78 0.36

水源 搬出量（m3） 0 750 4,750 320

文化
自治体連携森林整備事業

都市部市町村との連携による森林整備
事業の補助金

整備面積（ha） - - - 3.55
木材資源
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山武市の
ゾーニングルール
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面積比率
保安林・制限林：19％
災害抑制：47％
木材資源：31％
快適環境：3％
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ゾーニング作業

森林簿

GISデータ
（準林班）

元データ

森林情報
・伐採履歴

・R1台風被害データ

準林班リスト
①林小班基準に並べ直し

②準林班単位のデータ作成

③該当する森林をリストに反映

GISデータ
（準林班）

④準林班リストの並び方と

合致するように整理

ゾーニング
地図データ

⑤情報を基にゾーニング

⑥結果をGISデータに反映

データ加工 完成
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（参考）森林簿 整理の課題

複数の小班にまたがる
地番が存在

地番SHPデータ（位置情報データ）

一部地番にデータエラーがあり
判別不能

地番の数字がカレンダー形式に自動
変換されてしまっている
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ゾーニング 今後の検討事項

• 「水源涵養」については保安林の多くが水源涵養保安林としての指定を受

けているため、保安林指定箇所を対象とし、施業については保安林の制限

に則って行うものとする

• 「文化」「教育」のエリアを定めていく必要がある

「文化」については日向の森

「教育」についてはさんぶの森公園、日向の森、教育の森

が該当すると考えられるが問題ないか？

• 各ゾーニングに沿った管理についてどのように設定していくか？
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５．議題
(４)森林環境譲与税の活用について



№ 項目 内容 R5予算額 R6見込額

1 森林環境譲与税 15,686,000 19,250,000

№ 事業名等 内容 R5予算額 12月5日までの実績 R6 R6の主な変更点

1 市内産木材利用促進事業
市内産木材を建築用材として活用をした方への
補助事業
R5から新築の住宅以外にも拡大

750,000 １棟認定（完成はR6予定） ○

2 環境教育プログラム
小中学生の総合学習として木育を取り入れ、学
年別の体験型学習を実施

2,680,000

山武地区（旧山武町）の小中学校で実
施
・デスクボード購入
・森林環境教育プログラム実施
 （小3～中1）

○
市内全域に拡大し、小3、小
5、中1を対象とする

3 木育インストラクター養成講座
木育インストラクター養成講座への参加負担
金、旅費

158,000 １名参加 ○

4 森林整備講習会
林業を目指す人、興味のある人を対象とした現
場での林業講習の開催

200,000
ロープを使用した伐倒講習
13名参加（12/2）

○

5 地域林政ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ業務委託 林政アドバイザーへの業務委託 5,070,000
市内のゾーニング
日向の森の運用検討
森林相談会の実施（10/29）

○

6 道路維持補修工事 森林整備に伴い発生する搬出道の砂利敷ならし 198,000 １件 ○

7 サンブスギ看板設置工事
森林整備を実施した施業地に周知のための看板
設置

500,000 １箇所 ○

8 自伐型林業推進ﾓﾃﾞﾙ支援事業 自伐型林家への機械等購入補助 1,200,000 ４件（上限達成） ○

9 市単森林整備事業
４～６月の県単森林整備事業が実施できない時
期の林家の事業支援

2,073,000
５件（事業体含む）
植栽、下刈り、運搬等

○
花粉症対策、危険木伐採等
のメニューを追加検討

10
森林環境整備推進事業
（その他）

①郵便料（意向調査等）
②森林クラウドシステム使用料
③経営管理協議会負担金
④マスタープラン印刷製本

1,530,000 ○
林業IT機器の導入
（測量、材積、樹高等）

合計（森林環境譲与税充当額） 14,359,000

森林環境譲与税基金残高（R5.3.31時点） 22,283,065円

歳入

歳出

森林環境譲与税の活用状況
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５．議題
(5)「日向の森」の運用検討
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日向の森は、46haのまとまった山武市有林であり、多くがサンブスギなど針

葉樹で構成された森林です。

山武市森林管理マスタープランの策定において、山武市の財産であるサンブ

スギ及び森林の風景を保存していくこと、次世代に繋げていくことを掲げてい

ます。

その象徴的な拠点とするため、また、サンブスギのＰＲの場として活用して

いくため、これまでは企画政策課の所管でしたが、産業振興部農政課において、

森林として利活用を進めるエリアとして活用していきます。

約２７ｈa
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CHARCOAL＆AXE

SaveEarthFoundation

プレゼントツリー

農政課所管範囲

【踏査前】
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【踏査後】

CHARCOAL＆AXE

SaveEarthFoundation

プレゼントツリー

農政課所管範囲

企画政策課所管範囲
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【黄色：CHACOAL＆AXE（踏査）】
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【黄色：CHACOAL＆AXE（踏査）】

造成地

シノダケ開拓地

水源涵養
イメージの森

V字谷

丘部の終わり

三叉路

竹林開拓地
広場

ホタル群生地

（概ねの）
踏査した道
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【Save Earth Foundation】
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【Save Earth Foundation】

駐車場所

植林地1
植林地2

植林地3

ため池

（概ねの）
踏査した道

三叉路
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【踏査後の所感】
・地番や図面と実態が一致しない個所や明確でない個所がある
・図面上では把握されていないが、実際には活動団体が整備している個
所が多くあった
→図面上は道になっていない個所が道として整備されているため、実
態の把握が必要
→11/22に現地踏査を実施し、整備されている道を把握

【今後の方針】
・現在利用されていない森林の管理方針の決定
・現在利用されている森林の今後の方針の把握
・利用しやすい環境を整備する
◇利用しやすいような森林管理計画
◇日向駅から日向の森までの遊歩道整備
◇必要に応じたトイレや事務所といった施設整備
・日向の森を縦断する道路の拡張
（現状では離合できない）
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現地踏査による現状把握
（林況把握、図面との相
違の有無、道の状況
等）

・踏査結果の図面
への落とし込み
・既存の森林情報
との突合

地番ごとの管理方針の検討
（サンブスギの分布状況把
握と継承地の選定 等）

森林作業道、日向駅から日
向の森内の散策道の設計

・整備の優先順位選定の
検討
・整備方法の検討（予算
や実施順序 等）

整備実施

2023年12月

次年度以降

2024年2月

2024年1月

赤字は既実施事項

9/22 CHACOAL＆AXE 、山武市で現地踏査を実施。活動範囲の確認や今後の
活用の方向性についても現地で意見交換

9/28 Save Earth Foundation 、CHACOAL＆AXE 、山武市とでオンライン会議
を実施。現在の活動状況や今後の活動の方向性について意見交換する

11/22 現地再踏査（GPS）により整備道情報の確認




